
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soclety 　of 　Obstet 二rlcs 　and 　Gynecology

2016ff　2 月 399（S−247）

日本産婦人科医会共 同プロ グラム

4，事例からみた脳性まひ発症の原因と予防対策 ：産科医療補償制度再発防止に関する報告書から（その 1）

5）切迫早産に潜在する子宮内感染を診断する

日本 産 婦 人 科医 会 研修委員会 大 浦 訓 章

　昨年の 同プ ロ グ ラ ム 「脳性 まひ となっ た事例か

らみ た子宮内感染へ の 対応」 と一部重複 した発表

となる が，今回 「切迫早産に潜在する子宮内感染

を診断する」とい うテ
ー

マ で 話を進め る．

　  常位胎盤早期剥離と切迫早産 ：切迫早産 と鑑

別する疾 患 として産科医療補償制度の主たる要因

で 最も多い 疾患が常位胎盤早期剥離 であ り，その

危険因子 として 子宮内感染が 含まれ て い る．その

機序と発生頻度を再発 防止委員会報告書および文

献的考察 も含め 説明する．

　  子宮内感染が直接脳性まひ に関わ る原因 ：切

迫早産が 原因分析症例 に合併する割合 は第
一
位，

子宮内感染が合併する割合は第三位で ある．子宮

内感染 は切迫早産 ・早 産 に も関連 が多い こ とよ

り，脳性まひ に多大なる影響をもたらして い る．

その 機序 と発生頻度を再発防止委員会報告書お よ

び文献的考察 も含め 説明す る．

　  早産が脳 性まひ に 関わ る原 因 ：2015年 よ り

出生体重 1，400g以上か つ 在胎週数 32週以 上 の全

て の児，個別審査事例 として在胎 28週以上 で分娩

に際 し所定の 要件に該当した児が産科補償 の 対応

となっ た．現在妊娠 32週で 児は後遺症な き生存が

ほ ぼ 100％ とな っ たが，子宮収縮 ・感染がある場

合脳性 まひの 原因 となりうる．その機序 と発生 を

説明する．

　  B 群溶連菌 （GBS ）・希な菌の感 染 と脳性 ま

ひ に関わる原因 ；GBS は検査時期 ， 対応に つ い て

産科医療向上 の項目で指摘されて い る．また リス

テ リア等希な菌で も子宮内感染が 児に多大 な影響

を及ぼすこ とが ある ため報告例の 検討 を行う．

　2016年 3 月再発防止委員会報告で 「生後 5分 ま

で 蘇生処置が不要で あ っ た事例」に子宮内感染が

含まれ，可能で あれば情報 を加 えたい ．以上 4 つ

の 視点か らこ の テーマ を解説する とともに臨床に

役立つ こ とを期待 した い ．

6）臨床的絨毛膜羊膜炎が疑われる分娩を管理する

筑波大学 小 畠 真 奈

　絨毛膜羊膜炎が満期産児 の脳性麻痺の リス ク因

子 となる こ とは，多 くの 症例対照研究 と meta −

analysis で 指摘 され て い る．「第 5 回　産科医療補

償制度再発防止に関する報告書〜産科医療の 質の

向上 に 向けて 〜 」に お い て も
，
534 件 の 対象事例 の

うち，子宮内感染 は 82件 （15．4％）に認め られ て

い る．また
， 対象事例の うち，脳性麻痺発症の 主

たる原因として 単
一

の病態が記載され て い る 307

件で は，絨毛膜羊膜炎を原因とす るもの が 1件，

その他 の 感染が 15件 （4．9％），複数の病態が記さ

れ て い る 85件 で は，「絨毛膜羊 膜炎 また は そ の 他

の 感染」を原 因とする ものが 28件 （32．9％）となっ

て お り，本邦の 脳性麻痺事例 にお い て も絨毛膜羊

膜炎 は主要 な原因で ある と考えられ る．た だ し，
こ の 報告書で は ， 臨床的子宮内感染ある い は臨床

的絨毛膜羊膜炎の 診断 と細菌学的ある い は組織学

的な診断とを区別 して い ない ．

　原因分析に お い て は，細菌学的ある い は組織学

的診断が重要であ り，分娩管理 にあた り重要なの

は，臨床的絨毛膜羊膜炎の 診断とその 対応で ある．

とこ ろが母体発熱等を指標 と した臨床的絨毛膜羊

膜炎の 診断は，細菌培養等 に よる子宮内感染の 診

断あるい は組織学的絨毛膜羊膜炎の診断との
一致

率が低い こ とが指摘 されて い る．こ こ で は
， 現在

知 られて い る臨床的絨毛膜羊膜炎の診断基準とそ

の 精度，また臨床的絨毛膜羊膜炎が児の 短期 ・長

期予後に与える影響に つ い て概説する．さらに臨

床的絨毛膜羊膜炎が疑われ る場合の分娩管理法に

つ い て も概説する．
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